P26　　　軍隊の大部分が出陣できない時期があった。なぜなら軍人たちには体を、尻でさえも覆うものがまったくなかったからである。彼らは冬も毛布なしで仕え、凍った地面に靴なしで強行軍を成していた。大陸軍が本部を移したとき、そこには大抵軍人の足から流れた血の跡が残されていた。ワシントンやあらゆる相応しい報酬の欠如、庶民の暮らしの相関的な快適さのもとで兵卒によって我慢されてきた辛苦のことを考えたとき、5000人もの男たちがアメリカの独立のために戦い続けることを望んでいたのは驚きである。
しかしワシントンの意志の強さと命令の権力にしてみれば、軍隊は消えうせてしまったようで、イギリスは相手がいないために戦争に勝ってしまっていたかもしれないだろう。この無口で、控えめで、内気なヴァージニアの小麦農夫は、会議から軍隊に命令するようジョン・アダムスの意向のもと任命されていたのだが、決して本性を彼の同年代の人達に表すことはなく、依然として非常に理解しにくい人物だった。多くの革命の政治的なリーダーに似ず、彼は知識人でなく、世間の考えや政治の理論にほとんど興味がなかった。そして彼は活動的なアメリカ人を特長づける機敏と自身を欠いていた。
P27　　　彼はゆっくりと結論を出し、決断をする前にはいつも忠告に耳を傾けた。しかし、彼は根本的に固有の力や能力を持っていて、そういう力の持ち主は、いつだって自分の入っている組織をならどんなものでも支配するものだ。そして、この根本的な能力で、暴力的かつ悪意のある目的にたやすく変わってしまいうるものは、同じくらい強い道徳的誠実さと道徳的原理によって抑えられていた。実際の個人的つきあいをすることはできず、彼は幸せそうな人だという印象をもっていなかった。また、彼は人間よりも物質的な事柄に興味を持っていた。なによりもまず、彼は自分の意思を何らかの具体的で目に見える形として独創的に表現するのを好んだ。彼は当時の、もっとも有能で、もっとも経験的な農家であり、森を切り拓き、水路を建設して、西部に大農場をつくることを夢見ていた。物質的発展に対するこの情熱で、おそらく彼は同時代の誰よりもアメリカの未来に、より強い責任感をもてたのだろう。彼は、議会が彼の指揮下によこした兵士を団結させ、彼らを本物の軍隊へと変える仕事に、それとまったく同じ建設的な精力を注いだ。
ワシントンのもっとも本質的な偉業は、戦争の七年間ずっと、戦場に軍隊を保っていたことだ。彼がこのことをしていられる限り、アメリカ人が打ち破られることがなかった。しかし、彼らが最終的に、フランスから有能な陸軍や海軍、また、経済的支援を受けなかったとしたら、それで彼らが勝利していたかどうかは疑わしい。
P28　　　彼らが独立を勝ち取ることができたのは、イギリス帝国主義とフランス帝国主義の間の世界規模の争いへと戦争が変化したからだった。フランス人は、大英帝国を解体し、先の戦争で失った植民地を取り戻すことを望んでいたので、はじめからアメリカ人を援助し、1778年には完全に交戦国になった。それ以降、イギリスは北米だけでなく、ヨーロッパや西インド諸島でも戦わなければならなかった。フランスの陸海軍によるアメリカ人への援助は、はじめこそ期待はずれなものだったが、戦争の最終段階ではそれが戦争を決定的にするものだとわかった。
もしイギリス人がアメリカ人の大部分に独立への望みを捨てさせることができていたら、彼らは戦争に勝つことができたのであろうが、1779年から1780にはおそらくアメリカ人はその状況に一番近づいていた。1776年から1777年の初期の軍事行動の間は、ハウ将軍がほとんどの戦いで勝利していたが、アメリカ人は彼らの自信を失うことはなかった。1776年、ニューヨークを失い、ニュージャージーから悲惨な退却をしたのち、ワシントンはトレントンとプリンストンで反撃に成功した。1777年、ワシントンのフィラデルフィア手前での敗北は、ゲイツやアーノルドのサラトガでのバーゴインに対する勝利を埋め合わせることになった。しかし戦争後期になると、この時ヘンリー・クリントン卿の下にいた、ニューヨークの本部にいるイギリス軍の主力は、消耗戦に落ち着いて、アメリカ人の地域を襲撃し、破壊した。ハドソンよりさらに遠くで落ち着いていたワシントンの軍隊は、こういった活動を阻止することがほとんどできなかった。
P29　　　同時に、コーン・ウォリスの指揮下にある別のイギリス軍は、多数の英国擁護者の抵抗とともにジョージアとカロライナでの支配権を勝ち取っていた。これらの南部の州では、イギリス支配下の同志と独立の同志の間で非常に激しい内戦があった。英国擁護者とアメリカの憂国の士達の両方がゲリラ部隊をつくった。それらは、罪の意識や識別力をほとんど持たずに、略奪や殺人をし、地方を荒らした。その間、議会にはもはや権威も威厳もなく、完全に崩壊寸前であった。軍の一部は、彼らに賃金が支払われておらず、全体的なワシントンの軍はしばしば崩壊寸前であるように思われたので、暴動を起こした。これはたぶんアメリカにとって、戦争の最も暗い時期だったのであろう。
本当の転機は1780年の秋にやってきた。その時カロライナの奥地から来た開拓者達がキングズマウンテンで英国擁護派の軍を破ったのだ。これに南部でのイギリス軍に対するアメリカの勝利が続き、ロードアイランド出身でクエーカー教徒の製鉄業者であるナサニエル・グリーンやヴァージニアの開拓地出身で農業者であり荷馬車の御者であるダニエル・モーガンの指揮により勝った。コーンウォリスは仕方なくヨークタウンの海岸に退却した。1781年の十月にそこで、彼はワシントンに攻撃され降伏を余儀なくされた。この最後の勝利はフランスの効果的な協力によってのみ可能となった。すなわち、フランス艦隊がヨークタウンの海を封鎖し、そしてワシントンの指揮下にある陸軍のほとんど半数がフランス人であったのだ。
P30    ヨークタウンの引渡しの後も、イギリスはニューヨークと南部にいくつかの港を、依然として支配していた。しかしイギリスは、インドやほかの帝国の領土がフランスの危険にさらされることよりも、むしろアメリカとの平和を築きたかった。1782年に、条約が結ばれた。その条約は大英帝国がアメリカの独立をしぶしぶ認め、ミシシッピ川までの西部をアメリカ人が統治することを受け入れるものであった。
最終的な勝利を得たにもかかわらず、アメリカ人は戦争が幻滅を感じさせる体験であったことを知った。彼らは独立を勝ち取った、しかし、衝突が起こり始めたころ、あのような自信をもって彼らが主張した個人の自由と平等の原理を彼らはもはやそんなに強く信じることはできなかった。戦争はわびしい7年の間、続いた。その主な原因は規律と服従を守らせることのでき、人と物資を集めることのできる、強力な政府を欠いていたことであった。この影響によって、ヨーロッパの権力の原理と一人のエリートの統率に戻るような反応がおきるのであった。この反響は陸軍の将校の間でとくに顕著であった。かれらは弱い政府の害悪の経験をもっともはっきりと受けてきたのだ。彼らのうちの一部は、ワシントンが議会を軍事クーデターによって転覆することを望み、彼らのほとんどすべては、本当の強制的な力による中央政府の支持者になるべきであった。
